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〇 「古川市化女沼およびその周辺地域植物調査報告書」 

(古川市教育委員会、昭和 56年 4月、86P+写真 15P)
近い将来、仏女沼にダムが築造されるため、「現在の姿 

を記録するとともに、その保護や保存のための資料とす 

ること」を目的として、地元の先生方が調査された報告 

書である。周辺の植生、化女沼の水草について結果が報 

じられている。貴重な植物として、水草ではミズニラ、 

デンジソウ、 オ オ トリゲモ、タチモ、キクモ、ジュンサ 

イがあげられている。植物目録から水草をひろってみる 

と 30種を越え、この沼が豊富な水^:相を支えてきたこと 

がわかる0 ダムの築造によって水位が2 饥 上昇するとい 

う。水位管理の仕方によっては、ほとんどの水草が消滅 

するだろう。このような報告書が出るのは喜ばしいこと 

だが、それがこの沼の水草たちの最後の記録になる（か 

もしれない）ことは寂しいことである。

水草については、次の報告が含まれる。

高橋弘子•高橋和吉.化女沼の水生植物と水生植物群 

落 （ pp 18 〜 21)。

水 草 関 係 文 献 目 録 （1 )

新しく出る文献については『文献リスト』で取り上げ 

ていますが、このコーナーでは、 1975年以前の文献を 

リストアップしてゆきます。すぐれた着想の仕事であり 

ながら、その存在すら忘れ去られているものが少なくな 

い現実を思うと、このような作業も決して無意味ではな 

いと考えます。昨年より、暇をみてはいろいろな雑誌に 

あたり、現在までに500篇近くリストアップしています0 

今後、紙面の余白を借りて少しずつ掲載してゆく予定で 

す。短い記事もできるだけ拾うようにしましたが、講演 

要旨、抄録等は省いてあります。 （角 野 ）
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